


いらっしゃい。経験の宝庫、美術館へ
美術館は主に美術を中心とした作品の管理・研究・継承がされている施設です。なぜ私たち利用者はそこにお邪魔することができるのでしょうか。
私たちの生活は日々、より豊かな生活のために経験のインプットとアウトプットを繰り返しています。
例えばあの日食べたケーキがおいしかった。そのひとつの経験で、思い出せば口角が上がるし、この気持ちを歌にしようという意欲が沸き上がるかもしれません。
鑑賞という経験を通して受け取ったものは人それぞれ様々で、そこが肝。
つまり美術館はいろんな人が、学び、娯楽、なんでもいい。いろんな経験をするために公開されています。

では、あなたにとって美術館はどんな場所ですか？
息苦しい？つまらない？行くタイミングがない？
この美術館はあなたが知っている美術館よりも、よく行くあのショッピングセンターよりも、
アッと簡単に、アレいつの間に、特別な経験ができるかもしれません。

いく 経験する かえる 生きる

能動的美術館
体験型に特化した都市型美術館
、行為・行動の中でアートを味わい、実体験から体験者自身の糧になる美術空間を提案する。
敷地内にだれでも利用できる遊歩道を設けたり、
地下街に作品を設置したり、
ワークショップの様子が見えたり。
この街を利用してると気づけば近くに美術作品があって、
気づいたら利用してて、
何気ない生活の中で気づけばしてた、積もり積もった小さな鑑賞経験が
「あっ」とアウトプットする日を待っています。

ふれる

つくる 等

広島県中区紙屋町
西に行けば原爆ドーム、太田川。北へ行けば広島城

高層ビルと広島を代表するような施設が入り混じり存在している広島県中区。
自動車、バスはもちろん、路面電車も通る広島の交通結節点であり、

周辺には地下街も含め、商業施設が多く立ち並ぶ。
多くのひとが利用するこの街の一角で、美術館を設計する。近隣施設

敷地の周辺にはひろしま美術館(ヨーロッパの印象派と日本の現代美術)、
勝鯉の森(地元球団の記念品収蔵)、
原爆資料館(歴史的資料)、
広島県立美術館(現代美術)等といった美術館、博物館が存在している。



広島は水のまち
デザインコンセプト：川
デザインの参考にしたのは広島市内を流れる川の流れ。
ゆるやかに流れたり、曲がったり、堆積したり。
川の流れはまちの姿と切っても切れない関係。
川の流れをイメージした緩やかな曲線を立体的、段階的に反映
することで広島のまちに寄り添う。

生活の一部になる美術館
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貸出スペース 階段
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ロビー トイレ 準備室
プレイルーム EV 学芸員室
ショップ 階段 管理部門
カフェ
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6階
展示の鑑賞は最上階からスタート。
広島のまちを展示越しに見るもよし、
テラスに出てお茶と一緒に楽しむもよし。

5階
大型の展示にも、

青空の下やるワークショップにだって。
いろんな用途に柔軟に対応する空間。

4階
示室の前にならぶ
ショーウィンドウの展示空間。
ウィンドウショッピングするように手軽に。
気に入った作品を観返すときだって簡単。

3階
閉ざされたり、
開いたり、

多様な展示室が配置されている。
ホワイエから順番に見るもよし、探検してみてもよし。

2階
ホワイエ⇔展示室⇔休憩スペースの
動線が単調なスタイル。
ここまで休憩なしで見てきた人も、まぁ休みつつ。

1階
広いロビーで利用者を歓迎。
施設の顔に低層のショップと

カフェを置き、まちに対す圧迫感を抑えた。

最上階から、
未体験

フレキシブルな
展示空間

ウィンドウショッピング
感覚で

迷路みたいに、
冒険してみて

疲れたら、
すぐそこに

いってきますと、
おかえりなさいを



おかえりなさい、新しいあなた。


